特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　12年　１月１９日　３９１号
里山展　　１7日からいよいよ展示始まる　初日(午後から40人署名)。22日午後4時に撤収となります。　
以下は、展示参加者用解説リーフから
絵画部会　絵の愛好者が集まって自由な画材で(水曜日月2回)描いています。気楽に入会下さい。　

防賀川ワークショップ　天井川が切り下げられて放置されている堤防敷きの有効利用に着目し、多くの皆さんと4回にわたってワークショップを開催しました。今春に植樹を目指しています。
植物部会

植樹申請書　ワークショップの結果を植樹計画に盛り込んで京都府北土木事務所に植樹計画書を提出しました。
京都府の絶滅の恐れのある生物の保全管理団体の指定　　
　京都府は2008年に｢京都府絶滅の恐れのある野生生物の保全に関する条例｣に基づき｢指定希少野生生物｣を指定しました。里山の会は｢レンリソウ」「フナバラソウ」「カスミサンショウウオ」の指定を申請しました。　　　　
カスミサンショウウオ　　2006年に京田辺市　2009年に木津川市で生育を発見しました
レンリソウ　　　　　　　2007年に絶滅とされていたレンリソウを43年ぶりに発見しました　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
フナバラソウ　　　　　　2004年に木津川堤で1箇所1本の生育を発見しました。

国蝶　オオムラサキの生育調査表　　京田辺は「地形のレッドデータブック」でコナラ林が記載されています。こうした林の中に榎やクヌギなど国蝶オオムラサキの生育に欠かせない樹種があります。里山の会は表のように定期的に生育調査を継続しています。数年間の活動参加者数一覧表　　里山の会の活動は年々回数が増加して年間70回以上になっています。同時に参加人数も6000人を超えるようになりました。ここ数年の活動結果を一覧表にしています。

講演会開催記録表　　会が発足して以来各方面の先生方にお願いして春秋に講演会を開催しています。多数のご参加をお待ちしています花ごよみ　  里山の会結成5周年を記念して木津川の植物を紹介しました
草花たち　　２008年3年間にわたる木津川堤防の植物調査の結果を撮影月毎に編集してハンドブックとして利用できるように編集しました。木津川堤防には917種の植物が生育しています。
目録ノート　2010年に可能な限り京都府下で発行された植物誌を収集し、京都府の植物の生育記録をまとめました。この資料では3819種の植物が生育していたことが明らかになりました。
資料原本セット　2011年に目録ノートの資料原本(8000頁)を編集し発刊しました。
アンダーラインは里山の会が発行した製本です。

パソコン部会

今日の生活ではパソコンは無くてはならないものに普及しています。気楽に集える学びの場を提供しています。
パソコン教室　週木曜日午前10時から12時まで開催しています。気楽にお越しください。
ホームページ更新　
　ホームページの更新も毎週木曜日に行っています。ご覧になって下さい。　週刊ニュース発行　　会誌発行31号
防災活動　木津川の堤防は頑丈そうに見えても砂で積み上げられたものですから、大変希弱な構造物です。安心するわけにはいきません。また局所豪雨などによる洪水も頻発しています。今の暮らしにおける防災体験は貴重な財産です。

11年度活動方針　2011年度は前年に引続き｢みんなが楽しい活動｣｢みんなが楽しくなる活動｣｢みんなが楽しくする活動｣を考えて活動しています。　　　　　　　　

里山の会スローガン　1996年5月に任意団体として結成時に掲げた本会の活動の中心スローガン　　　　　　　　　　　　　
里山曼荼羅　　里山展を取り組むにあたって今年度の活動を表しました　　　　　　　　　　　　　
植物部会

普賢寺の自然は京田辺市の宝物　　国蝶オオムラサキの生育地、オオタカの生育地、絶滅危惧種の植物の生育地、そしてカスミサンショウウオの生育地が普賢寺地域です。近畿大学の桜谷保之教授は、これだけ豊富な自然環境を残している地域は近畿地方では見られないと評価されています。末長くこの自然環境を次世代に残していきたいものです。
木津川植物生育表　木津川の希少植物（綺麗な花で大切にしたい花)を含む
　木津川堤防での花散策の途中、草刈り重機がきれいに咲いている草花を無残に刈り取っていく場面に出くわし、せめて種になってからの作業をと国交省近畿地方整備局淀川河川事務所木津川出張所に要望しました。この事件をきっかけにして、木津川に生育する植物の調査を行ってきました。2007年には三川合流部から恭仁大橋までの調査を実施し、その結果をまとめました。　　　　
農林体験部会
里山農園　　2009年から休耕放棄地を開拓し、里山農園を造成しました。　
蔬菜栽培　　2011年夏から里山農園でサツマイモや黒豆を植え付けましたが、猪等に全滅させられました。　
通路整備　　2010年から里山農園への通路(約150ｍ)の整備のために　手作業で土嚢1000袋を詰め込み、松杭40本、コワ材４ｍ（200本）、を使って何とか軽トラックが入れる里道が出来あがりました。
猪防護柵　　2011年猪の被害で全滅させられたので、急遽猪防御柵を作り上げました。

放棄地復旧作業中　　里山農園は少し奥まったところにあり、見通しが悪いので、手前の放棄地の整備が必要です。その作業を継続しています。どなたかお手伝いにお越し願えないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
放棄田復旧　作り手がいなくなったので何とか使ってほしいとの申し出があって、竹の蔓延りはじめた田圃を手作業で復旧して、地元の農家の方の援助を得て、稲作をしています。
ミカン農家ボランティア
　秋の実りの収穫は米と柿と蜜柑と栗が代表でしょう。里山ではミカン農家の収穫のお手伝いをしています。
炭焼き体験　　少し前の暮らし(化石燃料を使っていない頃)では薪と木炭が燃料でした。その木炭作りを原木から切り出すことから始めています。

田植え・稲刈り　　約一反半の田圃で畦草刈りや田植え、稲刈りとコメ作りの体験をしています。田植え時分には淡竹の筍をお土産に持ちかえり、稲刈りでは足ふみ式脱穀機や稲藁での縄を編んだり、そして収穫を祝って子ども神輿の巡行です。米作りは、自然とのかかわりの中心作業です。

環境部会　
　広い意味での位置付けではなく、出来ることから始めるとして、11年度に発足した部会です。今年は10月に木津川一斉水質検査(30箇所)を実施しました。又木津川支流についても、水ウォチングで調査しています。　
水質調査　一般的にはパックテストによる調査が行われています。里山の会では更に精密な調査ができるようにユニメーターなどの検査機器を備えて、正確なデーターを積みかさています。
器具や活動紹介　水質簡易テスト　会場中央部で水質体験ができるようにしています
七草摘み
　今年の木津川堤付近での七草摘みと七草粥の取り組みは、ＮＨＫニュースウォチング９で全国に紹介されました。正月初の楽しい取組です。　　　　　　　
木津川部会　

　かつての木津川は暴れ川と言われていました。高くて丈夫そうに見える堤防がつくられました。しかし木津川の河床は高く低地に降った雨水の排水は沿川の大問題でした。淀川流域で最も川らしい川が木津川なのです。
魚とり　　夏休みの子ども達に木津川に親しんでもらう事と、魚を自分で捕る体験を企画し実施しています。
天然記念物イタセンパラの最後の生育地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
黒豆味噌作り　16日　10人が参加　　7時新田辺駅出発　18時に新田辺駅帰着　12人分製造　

今年は黒豆の不作の年　入手がますます困難に初参加の徳田副理事長　大張り切りでマメと麹の混合に全力発揮　それぞれ自分の味噌を自ら作り上げる。福知山には残雪が山々に残っており、空気は冷たかったが、それほど寒くは無くころあいの温かさ。残雪には鹿の足跡が人家の周りにどっさり、人と鹿が当たり前に共生している様子。家族でとか夫婦で孫と一緒にとか黒豆の皮剥き作業のいろいろなやり方が往路の車中の話題でした。5つのナベが用意してあり、原料のマメを煮込む作業です。一方里山の会の黒豆皮剥き作業の同時進行が手際よく進められます。1時間ほどで煮上がりイカキで冷まし、ころあいを見てミンチにかけ、麹と塩のミックスしたものを混ぜ合わせ、煮汁を適当に振りまき、しっかり混ぜ合わせます。力を出して麹とミンチまめが絡み合うまで揉みながら混ぜ合わせ、適当の柔らかさに煮汁で調整して、熟成させる壷にボウル上に丸めて力強く投げ入れ、空気が残らないように押さえ込んで消毒した布巾を載せ、蓋をしっかりして作業が完成となります。所要時間は1時間30分程度でした。帰りのお店屋さんの黒豆は200g1100円でした。
今回使用した1人分の単位量は、黒豆2升(約2.7kg)、米麹2升、塩800gでした。
炭焼き体験初日　14日　猪防御策を仮り撤去して山の斜面の大木の伐採です。全員が安全作業で進めましょうと安全宣言、そしてヘルメットをかぶり、足元の安全確認、危険なときは大声で知らせることを確認しました。伐採する木の決定をします。最初の作業は猪防御策の仮り撤去、同時に下草の刈り取り、小枝払いの作業場所の確保、そしていよいよ回りの安全を確認してチエンソウで伐採です。午前中2本を切り倒し小枝を払い運び出し、炭焼きに使える部分を切断し、一輪車などで運び出し作業をしました。1時前に一段落したところで昼食です。女性部が心づくしのおにぎりやスープを作ってくれたのを戴きました。全員が2時間半の力仕事で、何とかやり遂げたという満足感を味わって、車座で戴いた食事は本当に美味しかったです。作業の量や内容もしかるべきものでしたが、身も心も満足していただいたご飯は本当に美味しいさを実感させてくれました。午後からも3本伐採し、桂のつるに妨害させられましたが、無事に切り倒すことが出来ました。一窯分にはまだまだ不足でしたが、10人の参加者は、笑顔満面に満足顔で帰宅しました。皆さんも一度こうした体験に参加されてはいかがでしょうか。
事務所に新型灯油ストーブが到着 　会の結成以来使用してきて、いよいよ完全燃焼できず壁や天井が煤で真っ黒になってきますので、奮発することになりました。播川副理事長が半日あちらこちら懸命に探して、やっと見つけていただきました。温かくなりました。

近畿子どもの水辺交流会　第3回実行委員会(11日)に山村常務理事が出席、26団体255名の参加者で総勢385名の規模とのことです。

木津川沿川活動団体交流会
京田辺市中央公民館　21日(土)　午後1時
講師 ○　角哲也　京都大学防災研究所　水環境研究センター教授
○　小川力也　淀川水系イタセンパラ研究会会長
　ご参加をお待ちしています
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

